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区政報告
ニュース

10
月
16
日
の
区
議
会
建
設
環
境
委

員
会
に
町
屋
７
丁
目
の
公
園
整
備

（
仮
称
「
町
屋
公
園
」
）
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
屋
７
丁
目
の
尾
竹
橋

公
園
に
連
な
る
①
町
屋
７
丁
目
公
園

②
都
市
計
画
公
園
用
地
（
特
養
ホ
ー

ム
お
た
け
の
郷
の
裏
・
約
０
・
74
㌶

・
２
０
０
９
年
購
入

写
真
左
）
③

旧
尾
竹
橋
清
掃
施
設
用
地
（
来
年
１

月
で
清
掃
用
地

の
縛
り
が
な
く

な
る
）
④
墨
田

川
ス
ー
パ
ー
堤

防
新
河
川
区
域

の
４
つ
を
加
え

た
１
・
61
㌶
に
拡
張
す
る
と
い
う
も

の
で
す
（
左
上
地
図
参
照
）
。

こ
れ
ま
で
何
度
か
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
都
市
計
画
公
園
用
地
は

購
入
し
て
か
ら
10
年
間
を
空
き
地
の

ま
ま
で
、
一
部
を
消
防
署
の
訓
練
場

所
と
し
て
使
用
、
一
時
期
墨
田
川
の

堤
防
耐
震
化
工
事
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

と
し
て
使
う
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
よ
う
や
く
一
体
的
な
整
備

の
方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

来
年
３
月
に
都
市
計
画
変
更
を
行
い
、

４
月
以
降
事
業
認
可
を
取
得
、
10
年

後
の
完
成
を
め
ざ
す
よ
う
で
す
。

町
屋
地
区
は
、
区
内
で
一
番
公
園

面
積
の
少
な
い
地
区
の
一
方
、
木
造

密
集
地
域
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

地
域
環
境
整
備
と
防
災
の
両
面
か
ら

ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
、
区
民
の

声
も
よ
く
聞
い
て
よ
り
良
い
都
市
公

園
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

☆荒川区政の各種情報・

話題など…横山幸次区議

のホームページをご覧く

ださい。

11月11日(月)
横山事務所18時～20時

２面 補聴器助成の意

見書可決…など

非
常
に
強
い
勢
力
の
台
風
19
号
が
首

都
圏
を
は
じ
め
列
島
を
直
撃
し
、
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
被
害
に
あ
わ
れ

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
こ
の
台
風
は
、
広
範
囲

の
暴
風
域
と
と
も
に
、
各
地
に
記
録
的

豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
、
多
摩
川
な

ど
で
氾
濫
、
長
野
県
千
曲
川
、
福
島
県

阿
武
隈
川
な
ど
で
堤
防
決
壊
を
も
た
ら

す
な
ど
そ
の
被
害
状
況
の
全
容
は
今
時

点
で
も
把
握
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

同
時
に
、
荒
川
区
で
は
、
大
雨
特
別

警
報
や
荒
川
が
氾
濫
危
険
水
域
に
達
し

た
と
報
じ
ら
れ
一
気
に
緊
張
が
走
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
多
く
の
み
な
さ
ん
の
頭

を
よ
ぎ
っ
た
の
が
、
国
土
交
通
省
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
荒
川
氾
濫
」

の
映
像
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

洪
水
で
荒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合

の
想
定
で
す
。
今
回
の
大
雨
に
つ
い
て

も
最
悪
の
場
合
を
想
定
し
つ
つ
も
危
険

水
域
に
達
し
た
か
ら
す
ぐ
に
決
壊
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
い
る
場

所
が
安
全
な
場
合
避
難
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
、
災
害
に
つ
い

て
「
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
の
大
事
さ

と
、
自
分
は
大
丈
夫
と
い
う
「
正
常
化

の
偏
見
」
の
危
険
性
を
認
識
す
る
こ
と

の
大
事
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

（
横
山
幸
次
）

台風１９号は、首都圏を直撃、東海から東北まで広範囲に甚

大な被害をもたらしました。

台風が急速に発達した要因に日本近海の海水温の高さなど指

摘されています。地球規模の気候変動の影響などで台風はじめ

風水害が激甚化しています。気象庁が東京を含む１３都県に大

雨特別警報を出しました。こ

れは、大雨に際し発表される

最高レベルで区民の問合せが

殺到。当初区内各地域一カ所

の避難所としていましたが、

どの施設も満杯で急遽学校も

開設。最終的には56カ所1461

名が自主避難。今回のことか

ら、段取りや区民への周知な

ど、今後に生かすべき教訓を

くみ取る必

要があると

感じます。

区内の被害状況
○人的被害はなし

○町屋7丁目約600件で停電。1時

間で復旧。

○小台通りで冠水

○荒川土手運動場水没

○グリーンパール那須で温泉汲

み上げの故障(復旧に1週間程度)

○区役所の窓ガラス破損

○倒木

11日13:30災害対策本部設置

13日13:17災害対策本部解散

230名の職員がパトロールや避

難所・電話対応に従事した。

生活相談は、随時受け付け

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ 後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

※11月は第一月曜が休
日のため第二月曜に変
更します



日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
れ

ま
で
加
齢
性
難
聴
が
認
知
症
リ
ス

ク
の
要
因
の
一
つ
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
中
で
、
補
聴
器
の
普
及
を
促

進
に
す
る
た
め
の
区
の
補
助
な
ど

支
援
実
施
を
繰
り
返
し
求
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
荒
川
区
議
会
９

月
会
議
で
も
質
問
す
る
と
と
も
に
、

に
補
聴
器
助
成
に
関
す
る
意
見
書

案
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
自
民
、
公

明
も
基
本
的
に
賛
同
、
共
産
党
も

求
め
て
き
た
「
補
聴
器
相
談
医
の

育
成
促
進
、
認
定
補
聴
器
技
能
者

の
育
成
支
援
、
認
定
補
聴
器
専
門

店
の
普
及
な
ど
の
支
援
」
を
補
強

し
て
幹
事
長
会
で
合
意
に
至
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
10
月
11
日
の
本

会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
特
徴
は
、
９
月
議
会
の

本
会
議
・
決
算
特
別
委
員
会
で
共

産
党
だ
け
で
な
く
自
民
党
・
公
明

党
も
区
に
対
し
て
加
齢
性
難
聴
へ

の
補
聴
器
補
助
な
ど
支
援
の
検
討

を
求
め
た
こ
と
で
す
。

ま
た
生
活
と
健
康
を
守
る
会
や

新
日
本
婦
人
の
会
な
ど
が
署
名
を

取
り
組
み
陳
情
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
共
産
党
区
議
団
が
行
っ

て
き
た
補
聴
器
購
入
助
成
な
ど
求

め
る
議
会
論
戦
が
、
区
議
会
を
動

か
し
て
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
新
年
度
予
算

で
実
現
で
き

る
よ
う
引
き

続
き
力
を
合

わ
せ
て
行
き

ま
す
。

国
土
交
通
省
の
中
で
防
災
の

最
前
線
は
、
地
方
整
備
局
で
す
。

地
方
整
備
局
の
職
員
は
こ
の
12

年
間
で
４
０
０
０
人
以
上
（
18

％
）
も
削
減
、
い
ざ
災
害
が

起
き
た
と
き
最
前
線
に
立
つ

べ
き
出
張
所
の
体
制
が
取
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
気
象
庁
職
員
も
削
減

さ
れ
て
気
象
官
署
の
数
も
減

少
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
頃

は
気
象
台
以
外
に
も
各
地
に

測
候
所
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

現
在
は
帯
広
（
北
海
道
）
と

名
瀬
（
鹿
児
島
県
）
の
２
カ

所
の
み
、
そ
れ
以
外
は
廃
止
。

今
回
の
台
風
被
害
で
も
、

河
川
管
理
な
ど
で
そ
の
影
響
が

で
て
い
ま
す
。

「
国
土
強
靭
化
」
の
掛
け
声

が
む
な
し
く
聞
こ
え
ま
す
。

加齢性難聴への補聴器購入のための
助成を求める意見書

70才以上の高齢者の半数は、加齢性の難聴者と推定され

ます。日本補聴器工業会の調べでは、9割近い方が「補聴器

使用で生活の質が改善した」と答えています。さらに難聴

を放置していると認知機能が低下することがわかってきま

した。

しかし、補聴器は非常に精密な医療機器であり、片耳3万

円から20万円、両耳だとその倍の費用がかかるため、年金

生活での購入は大きな負担医なります。また補聴器を所有

している人でも、補聴器が合わず満足な使用ができないと

いう調査結果も出ています。そのため、日本では補聴器所

有率が14.4％と諸外国に比べても圧倒的に低い状況です。

よって荒川区議会は国会、政府及び東京都に対し、補聴

器相談医の育成促進、認定補聴器技能者の育成支援、認定

補聴器専門店の普及などの支援を行い、補聴器を必要な人

が早期の段階で適切な補聴器を購入し、さらに継続して使

える仕組みづくりと購入助成をすすめることを求めます。

（衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・厚

生労働大臣・東京都知事あて）
65才以上の高齢者を対象に10月からシルバーカー・手すり・シャワー

ベンチの３点の給付が始まっています。

下記の事業所で取り扱かっていますので、まず業者を選んで電話な

どで、どの用具が必要か相談してください。

担当者が自宅まで来てくれる場合もあります。

その後、介護保険証など本人確認が出来るものを用意して、区役所

高齢者福祉課もしくは地域包括支援センターで手続きをしてください。

問合せ3802-3111 内線2661

※
給
付
品
目

シ
ル
バ
ー
カ
ー
①
Ａ

テ
イ
コ
プ

ナ
ノ

ン
（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
１

幸
和
製
作
所
）
②
Ｂ

フ
ォ
ル
テ

（
島
製
作
所
）
③
Ｃ

デ
ュ
オ
Ｓ
Ｔ
（
島
製
作
所
）


